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 本ガイドラインは、厚生労働省の令和元年度「介護の日本語学習支援等事業」の一貫としてモデ

ル的に行った外国人介護人材受入施設職員等向け講習会を踏まえ整理したものです。 
 今後、各自治体や関係団体、職能団体、法人等において、本ガイドラインを踏まえた研修が実施

され、外国人介護人材を受け入れた施設・事業所の職員の日本語学習支援に必要な知識・技術の習

得等に活用されることを期待します。  
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１．外国人介護人材受入れ施設(受入れ予定施設)の職員に研修を行う意義 

 

(１)外国人を受け入れる介護施設の現状 

日本で働く外国人介護人材の受入れに関する在留資格は、在留資格「特定活動」(以下「EPA」と

する)(平成 20 年度創設)、在留資格「介護」(平成 29 年度創設)、技能実習「介護」(平成 29 年度創

設)、在留資格「特定技能」(平成 31 年度創設)の４種類がある。 
先行研究 1において、外国人介護人材の受入れ制度として最も多くの実績をもつ「EPA」により介

護福祉士候補者等の受入れをしている介護施設に対する実態調査がある。調査結果では、多くの受

入れ施設が外国人介護人材に最低限必要な能力の１つとして、日本語能力を挙げている。具体的に

は、今後、外国人介護人材の受入れ拡大に向けて必要なこととして受入れ施設による「継続的な日

本語学習支援」が挙げられ、また、外国人介護人材を受け入れる前に不安に思うこととして「職員

とのコミュニケーション」や「利用者や家族へのコミュニケーション」が挙げられており、外国人

介護人材の日本語能力は受入れの際に重要な視点となっていることが分かる。さらに、外国人介護

人材を受け入れていない施設においても、その多くが、受入れが難しい理由として「日本語能力向

上に向けた学習支援体制が整備できない」点を挙げている。これらの実態調査からも分かるように、

外国人介護人材を受け入れるためには、受け入れる介護施設において、外国人介護職員が効果的に

日本語能力を上げていくための支援(日本語学習支援)に取り組むことが極めて重要であると考える。

また、同調査では、受入れの拡大に向けて必要なこととして「受け入れる職場での外国人に対する

理解と異文化を受容する心構え」が挙げられており、外国人介護職員の日本語能力向上とともに、

受入れ(受入れ予定含む)施設の職員一人ひとりの外国人介護人材への理解を深めていくことが重要

である。 
 

(２)研修の目的 

上記(１)の課題を踏まえ、以下の２点を目的とした研修を開催することが望ましい。次頁から、

この目的を達成するために行うべき研修内容について記載する。 
 

研修の目的 
その１：外国人介護人材受入れ施設職員を対象に、外国人介護人材の日本語学習支援を効果的に 

取り組むために必要な知識・技術を習得できること 
その２：外国人介護人材への支援を円滑に行うため、外国人介護人材受入れ施設職員の不安を払拭 

すること 
  

 
1 厚生労働省「外国人介護人材の受入環境の整備に向けた調査研究事業 報告書」(平成 31 年 3 月)より 
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２．研修の概要 

本ガイドラインでは、外国人介護人材の受入れ施設職員(主に日本語学習支援を担当する職員を想

定。以下同じ。)を対象に、外国人介護人材の日本語学習支援に効果的に取り組むために必要な知

識・技術を習得させることを目的に研修を開催する場合の、研修実施方針・実施方法、研修対象、

研修のプログラム等を整理した。外国人介護人材の受入れ施設(受入れ予定施設を含む。以下同

じ。)を対象に研修を開催される場合は本内容を参考にされたい。 
 

(１)研修の実施方針・実施方法 

研修は、外国人介護人材にかかわる現状や実態、指導・支援方法などを講義形式で学ぶことので

きる座学プログラムと、実際に指導方法等について実践的に参加者が検討できるグループワーク等

の実践プログラムの双方を組み合わせて研修プログラムを構築することが望ましい。以下、研修の

実施方針、実施方法をお示しする。 

研修 
実施方針 

 外国人介護人材の日本語学習支援を効果的に取り組むために必要な知識・技術を習得
する 

 外国人介護人材とのコミュニケーションに関する不安を払拭する 
 外国人介護人材を指導する立場にある者として、研修に参加した者同士が相談しあえる

ネットワークづくりを促す 

研修 
実施方法 

 事前課題を活用して、受講者に学習課題の設定を促す 
 アクティブラーニング(学習者が受動的となってしまう研修ではなく、能動的に学ぶことができる

ような研修)の手法を取り入れ、自身の職場実践と振り返りを組み合わせる 
 グループワーク等を行う際、参加者全員で議論を活性化させるため、各グループの人数は、

４～６名程度とし、受講者数に応じて調整する 
 研修運営側は、受講者の受入れにおける課題状況に応じて、研修の内容や実施方法を

調整する 
 

(２)研修の対象者 

① 対象者の要件について 

研修を行うにあたり、対象者の要件設定は大変重要である。上記(１)で示したとおり、本

研修は、事前課題含む座学・グループワーク全てのプログラムを受講することで、参加者

が、自らの指導方法等の振返りも含めた学びを得るものとなっている。このため、以下の条

件に該当する者を対象者とすることが望ましい。 

研修対象者の要件 
 在留資格の種別を問わず、外国人介護人材を受け入れている(又は受入れ予定のある)介護施設・事
業所・介護福祉士養成施設等の職員のうち、介護技術指導や日本語指導に関わっている(又は関わる
予定のある)者であること 
 全ての研修プログラムに参加でき、事前課題を実施し、研修に持参できること 
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なお、研修の会場や定員規模等で募集人数に制限をかける必要がある場合、上記の条件に

加え、例えば以下のような要件を追記することも考えられる。 

研修対象者の要件(追加) 
追加要件 左記要件を追加する根拠 

 １事業所からの参加者は原則１名とする 
１名来ていただければ所属施設・事業所に
研修の内容を伝達可能なため 

 人数が予定数を上回った場合は、現に外国人介護人材
を受け入れている法人等の職員のうち、介護現場の指導
に関わっている方を優先する 

実際に外国人介護人材を指導する際のノウ
ハウを伝達する研修であるため、直接的に指
導に関わる方の参加が望ましいため 

 
② 想定される研修応募者 

研修を実施する際に、実際に外国人介護人材を受け入れている施設・事業所のほか、当面

は、これから受入れ予定のある施設・事業所からの応募者も想定される。 

また、「(１)研修の実施方針・実施方法」に述べたように、本研修が、実際の介護現場にお

ける日本語指導の技術等を指導するものとなることから、介護現場で実際に外国人介護人材

の指導に関わる方が多く参加されることが想定される。 

想定される研修応募者 
 これから外国人介護人材を受け入れる予定のある施設・事業所・介護福祉士養成施設等に所属の方 
 介護現場で、実際に外国人介護人材に指導を行っている(行う予定のある)介護技術指導者および日本
語指導者 

このため、以降に述べる研修プログラム(案)は、当該研修応募者に向けたものとして、記

載していく。 
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３．研修のプログラム(案) 

(１)プログラム策定の際の留意点 

プログラムは、参加者のレベルに合ったものを策定することが重要である。以下、プログラムを

策定に重要となる点を述べる。 

① 参加者属性の把握 

参加者の多くが外国人介護人材を受け入れていない施設・事業所等である場合、受入れ後

の実態的な実践プログラムを中心に研修を展開しても、実際に外国人介護職員とともに就労

した経験のない参加者には思うような効果は得られない可能性がある。そのため、以下のよ

うな項目で参加者の属性を把握したうえで、プログラムを策定する上での基礎情報とするこ

とが望ましい。 
参加者の属性を把握する条件 

 施設・事業所内での外国人介護人材の受入れ状況の有無 
 介護職としての経験年数 
 外国人介護職員への日本語学習支援の経験年数 
 施設・事業所内での役職 
 研修事前課題(後述 P8 および P11)で提出された課題の記載内容  等 

 
② 講師の選定 

前述した研修の目的(P3 を達成するには、様々な専門性を持つ講師が、適切なプログラム

を実施し、参加者に内容を伝えていくことが重要である。例えば、以下のような経験・経歴

を持つ講師が望ましい。 
図表：研修講師の専門性 

講義内容 講師選定の視点・講師に求められる専門性 

(ア) 外国人介護人材の在留資格等の
制度等の内容 

 ４つの在留資格(EPA(特定活動)／介護／技能実習／特定技
能)の制度内容に詳しく、法制上の説明ができる方 

(イ) 外国人介護人材に介護技術を指導
する際の指導方法 

 実際に介護技術を日頃から講師として指導しており、かつ外国人
介護人材に対しても介護技術を指導した経験がある方 

(ウ) 外国人介護人材に日本語を指導す
る際の指導方法 

 実際に外国人に日本語を指導しており、かつ外国人介護人材に
対しても業務上使用する日本語について指導した経験がある方 

(エ) 外国人介護人材の交流にて、異文
化を理解した上でのコミュニケーション
を施設・事業所で行う為の理解 

 諸外国に滞在経験があり、かつ異文化コミュニケーションを専門にす
る方(例：異文化間教育や異文化コミュニケーションに関する学
会・研究会等に所属する講師等) 

(オ) 外国人介護人材を実際に受け入れ
たうえでの体験談 

 外国人介護人材を実際に受け入れている施設・事業所の職員の
うち、現場のマネジメントに関わる方(例えば、複数の外国人職員
や、複数の在留資格による受入れを経験していることが望ましい) 

※上記は参考であり、それぞれの知見を持つ講師が共同して講義等を行うことも考えられる。 
 

③ 講師と研修運営側で議論したうえでのプログラムの策定 

①により参加者の属性を把握し、②により講師を選定した上で、研修運営側と講師の双方

で議論しながら、参加者のレベルに合ったプログラムを策定することが望ましい。  
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自己紹介
基礎情報共有

指導時のことばの
教え方

GW

講義

日本語
指導

事例発表

実践的
取組

GW

１日目
（指導する際の前提を理解する）

２日目
（実際に指導を行うにあたって、重要となる点を検討する）

次の日

講義

異文化を理
解したうえで

の指導

チームでの
指導

事例発表

受入れにおいての課
題と対応策の検討

GW１日目で日本語／介護
の指導の際の前提を学
んでいる状態

現状の受入れにお
ける課題や悩みごと
をまとめていただく

事前課題

現場にて
１カ月程
度、実践

実践したうえで見え
てきた課題の抽出

事前課題

３日目（現場に戻って指導したうえで見えてきた課題について検討する）

実践したうえで見え
てきた課題の共有

GW

講習を受けて
学んだこと、気づき

アンケート（事後課題の要素も兼ねる）

当日
アンケート

アンケート

介護技術指導時の
日本語の教え方を

整理する

GW

(２)プログラム全体像 

外国人介護人材にかかわる現状や実態、指導方法などを講義形式で学ぶことのできる座学プログ

ラムと、実際に指導方法等について実践的に参加者が検討できるグループワーク等の実践プログラ

ムの双方を組み合わせて研修プログラムを策定することが望ましい。特に、これから外国人介護人

材を受け入れる予定の施設においては、外国人の受入れに関する制度等についても入念に学んで頂

く必要がある。 

このため、複数の観点から座学の講義を行うべく、研修は複数日に分けて行うとともに、講義内

容を定着させるために、講義の間に現場実践等を盛り込むプログラムが望ましい。 

なお、「(１)③ 講師と研修運営側で議論したうえでのプログラムの策定」で述べた通り、参加者

のレベルに合わせ、プログラム内容は講師と協議の上、策定されたい。 

図表：プログラム全体像(例) 

①事前課題その１  参加者は、研修受講前に現状における課題や不安点を整理する 

②集合研修１・２日目  実際に外国人介護人材を指導するにあたり、重要となる点を講義メインで研修
を行う。実施後は参加者にアンケートを取り、研修運営側は参加者の理解度や
課題を把握する 

③職場実践  参加者は、②の内容を踏まえ、実際に外国人介護人材を指導する(受け入れ
ていない施設・事業所は指導に当たる準備を行う) 

④事前課題その２  上記③で実践した内容を踏まえつつ、指導する(指導準備する)にあたり見えて
きた課題を参加者が整理する。また運営側は、本事前課題を参加者から回収
し、内容分析の上、⑤の集合研修３日目のプログラムの構成に活かす 

⑤集合研修３日目  ②の実施内容④の内容を踏まえ、外国人介護人材を指導するにあたり、参加
者が特に不安に感じるところに重点を置き講義とグループワークの実践で研修を
行う 

 

図表：研修の流れ(例) 
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以下、個別のプログラムについて記載していく。 

 

① 事前課題その１ 

研修受講前に、自施設・事業所における外国人介護人材の受入れ状況や、参加者自らが感

じている課題や不安を整理するため、以下の内容について回答いただく。 

事前課題その１ 参加者回答項目 
ア：あなたが外国人介護職員と一緒に働き始めたのはいつですか 
イ：現在受け入れている外国人介護職員の国籍と人数、在留資格を教えてください 
ウ：外国人介護職員と一緒に働く際に、あなたが考える貴施設・事業所における課題を教えてください 
エ：外国人介護職員とのかかわりの中で、現在、あなたが感じる不安について、その度合いと、理由を教え 

てください 
 

不安の度合いを感じる項目【※】 
A) 外国人介護人材の介護技術の指導能力・指導方法について 
B) 外国人介護人材の日本語の指導能力・指導方法について 
C) 外国人介護人材の生活のサポートについて 
D) 外国人介護人材の文化・風習・信仰への配慮について 
E) 外国人介護人材の職場定着について 
F) その他(                              ) 

 
 
【※】注意点：外国人介護人材を受け入れる施設・事業所においては、大まかに分けてこの６点の事柄に 

ついての対応が求められることとなる。このため、これら６点それぞれについての不安の度合いを 
分けて確認していくと良い。 

 

② 集合研修１・２日目 

集合研修１日目においては、参加者に「外国人介護人材を指導する際の前提」を理解いた

だくための座学、集合研修２日目においては、「実際に外国人介護人材の指導を行うにあたっ

て、重要となる点を検討する」ための座学、実際に参加者同士で課題を抽出していくための

グループワークを中心として研修を行う。 

なお、集合研修１日目、２日目は、連日で行うものとする。 
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図表：集合研修１日目プログラム(例) 

 ●「講師／グループワークのファシリテーターとして望ましい方」については、前述「(１)②講師の選定」(P6)で記載した講師の項番に準ずる 

   

時間 セクション タイトル（仮称） 講師／グループワークのファ
シリテーターとして望ましい方 参考資料

30分 講義 介護に従事する外国人の受入れについて
・ 現存の４つの在留資格について、基礎理解を図るため、EPA／介護／

技能実習／特定技能　について概要を講義する (ア) 付属資料１
(P38)

30分 グループ
ワーク

グループワーク【※】
（自己紹介と基礎情報共有 ）

・

・

２日目、３日目講習ではグループワークを中心とした研修プログラムにな
るため、グループのアイスブレイクも兼ね、自己紹介とともに、所属する施
設や外国人受入れの基礎情報（グループワークで意見を共有する際に
必要となる情報）を共有していただく
グループを取りまとめる司会進行役の方をここで選定する

(イ)(ウ)(エ)で共同して実施 付属資料２
(P42)

30分 事例発表 外国人介護人材受入れの事例ー先行受
入れ施設よりー

・
・

・

先行して外国人介護人材を受け入れている施設からの事例発表を行う
講義の形式ではなく、先行で受け入れた施設において、どのような点で
困ったか、どのように対応したらうまくいったかなど、正解はない前提で、体
験談として紹介いただく
日本語は介護の指導とあわせて行わないと意味がないという点について、
次コマの「介護現場での日本語指導」の講義につなげるよう、実体験を
話す

(オ) 付属資料３
(P44)

60分 講義 介護現場での日本語指導

・
・

・

日本語を指導するうえでの前提、教え方等について講義する
日本語は介護の指導とあわせて行わないと意味がないという点に触れ、そ
の指導の方法についても詳しく紹介する
外国人介護人材への指示の出し方でどのような点が理解されにくいかを
触れ、一定の指示の出し方の基礎的なポイントを押さえ、次のグループ
ワークにつなげる

(イ)(ウ)(エ)で共同して実施 付属資料４
(P55)

5分 ー グループワークの説明 ・ これから行うＧＷのやり方の説明を行う (イ)(ウ)(エ)で共同して実施

50分 グループ
ワーク

グループワーク【※】
（指導時のことばの教え方）

・ 司会進行役のもと、介護行為を指導するうえでの指示の出し方など、外
国人介護人材に業務上指導するうえで使用する日本語について、意識
すべき点を考えたうえで、整理していただく

(イ)(ウ)(エ)で共同して実施

30分 ー 発表、講師コメント
・ 全グループに議論された内容を発表していただき、講師コメント

実際にグループ発表で挙げられた事例から、全体で再度共有したほうが
良い点をピックアップいただき、講義で話したポイントを踏まえ、解説する

(イ)(ウ)(エ)で共同して実施

【※】注意点：グループワークについては、施設・事業所における課題をじっくり検討いただく目的も兼ね、３日間すべて同じグループで行う

プログラムの趣旨

付属資料５
(P67)



10 

時間 セクション 講義タイトル 講師／グループワークのファ
シリテーターとして望ましい方 参考資料

90分 講義 外国人介護人材と向き合うー異文化理
解とコミュニケーションー

・ 指導するにあたり、出身国や性別等々でくくって見るのではなく、外国人
介護人材１人１人に合わせた指導をすることが必要であるが、人、特に
異文化圏出身の方について理解するとはどういったことを指すのか、理解
するにはどうしたら良いのか等について、ラポール形式に必要な考え方等を
踏まえ、講義いただく

(エ) 付属資料６
(P72)

30分 講義 介護を仕事とする外国人介護人材に日本
語を教えていくことについて

・ 後のGWでは実際の現場において生じている課題について議論いただくた
め、もう一度１日目の講義内容である「介護現場で働く外国人介護人
材に対する日本語の指導」について振り返りを行い、重要となるポイントを
再整理する。（スライドは１日目と同じものを使用）

(イ)(ウ)(エ)で共同して実施 付属資料７
(P85)

30分 事例発表 外国人介護人材受入れの事例ーチーム
で指導していくということー

・

・

実際に指導を行うにあたり、施設・事業所内でどのようにチーム連携して
指導していくかについて、先行受入れ施設においての対応方法に触れつ
つ、発表する
正解はない前提であるが、チームで動かなかったことでのデメリットや、チー
ムで動いたことでのメリットに関する具体例の紹介も行いつつ、チームで指
導していくことの重要性について、先行受入れ施設での経験を踏まえ、実
感ベースで発表する

(オ) 付属資料８
(P86)

5分 ー グループワークの説明 ・ これから行うＧＷのやり方の説明を行う (イ)(ウ)(エ)で共同して実施

135分 グループ
ワーク

グループワーク【※】
（受入れにおいての課題と対応策の検
討）

・

・

現在所属する施設／事業所において、介護技術や日本語の面、その他
チームワーク等の面でどのような課題があるか、テーマは限定せず、課題を
洗い出していただく（この段階で参加者は既に１日目、２日目の講義
／事例発表で、日本語の面、介護の面、チームワークの面と複数の観
点からの重要となる事柄の情報を入手を受けていることと、事前課題にお
いてある程度の課題抽出をしていただいているため、個人レベルではあい
まいながらも自施設の課題が見えつつある状態であることを前提とする）
上記で挙げられ、一定程度整理された課題について、１日目、２日目
の講義や事例発表で学んだ事柄等も踏まえ、参加者なりの対応策を考
えていただく

(イ)(ウ)(エ)で共同して実施

30分 ー 発表、講師コメント
・ 全グループに議論された内容を発表していただき、講師コメント

実際にグループ発表で挙げられた事例から、全体で再度共有したほうが
良い点をピックアップいただき、講義で話したポイントを踏まえ、解説する

(イ)(ウ)(エ)で共同して実施

【※】注意点：グループワークについては、施設・事業所における課題をじっくり検討いただく目的も兼ね、３日間すべて同じグループで行う

具体的な内容

付属資料９
(P93)

図表：集合研修２日目プログラム(例) 

●「講師／グループワークのファシリテーターとして望ましい方」については、前述「(１)②講師の選定」(P6)で記載した講師の項番に準ずる 
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③ 職場実践 

１日目・２日目の集合研修終了後、集合研修の内容を踏まえ、参加者には、実際に外国人

介護人材を指導していただく(未受入れ施設・事業所に関しては指導に当たる準備を行ってい

ただく)。 
 

④ 事前課題その２ 

③の実践内容を踏まえ、「外国人介護職員と一緒に働く際の貴施設・事業所における課題」

を以下の項目毎に整理してもらい、整理した各項目の課題と、具体的な実践内容及び実践し

た結果、参加者が感じた事柄について記載いただく。 

図表：事前課題その２(例) 

 
 

⑤ 集合研修３日目 

集合研修３日目においては、「② 集合研修１・２日目」での実施後アンケートや、「④ 

事前課題その２」の内容を踏まえ、外国人介護人材を指導するにあたり、参加者が特に不安

に感じる点を重点的に講義かグループワークでの実践によって研修を実施する。 

例えば、参加者が「外国人介護人材の介護技術の指導能力・指導方法について」や「外国

人介護人材の日本語の指導能力・指導方法について」に課題や不安を持っている場合、実際

に日本語で介護技術を指導していく際の具体的注意点などを参加者に実体験していただくグ

ループワークなどを重点的に行い、指導の際のポイントを解説する等が有効である。 

質問1． 第１日目・２日目のセミナーを受けたうえで、”あなたが”考える「外国人介護職員と一緒に働く際の貴施設・事業所における課題」を、項目ごとに教えてください
※未だ受け入れていない方は、受け入れる際の課題について考え、回答してください

項目

Ａ．介護技術指導者の指導能力・指導方法について

Ｂ．日本語の指導能力・指導方法について

Ｃ．外国人介護職員の生活のサポートについて

Ｄ．外国人介護職員の文化・風習・信仰への配慮について

Ｅ．外国人介護職員の職場定着について

Ｆ．その他（具体的に記載：　　　　　　　　　　　　　　　）

質問2． 上記質問１．で転記した「最も重要な課題」について、第１回目・２回目のセミナーで学んだことを受け、あなたはこの１カ月、どのような実践を行い、その実践の結果をどのように感じたか、教えてください。
※未だ受け入れていない方は、受け入れることを想定して、自施設／事業所で準備した事柄について回答してください

項目 実践した結果”あなたが”感じた事柄

事業所全体で実践し
た事柄について

あなた個人で実践した
事柄について

事業所全体で実践し
た事柄について

あなた個人で実践した
事柄について

事業所全体で実践し
た事柄について

あなた個人で実践した
事柄について

事業所全体で実践し
た事柄について

あなた個人で実践した
事柄について

事業所全体で実践し
た事柄について

あなた個人で実践した
事柄について

事業所全体で実践し
た事柄について

あなた個人で実践した
事柄について

Ａ．介護技術指導者の指導能力・指導方法について

左記についてこの１カ月で実践した内容

質問1.　回答欄
左記に関する貴施設・事業所における課題

質問1.　回答欄

Ｆ．その他（具体的に記載：　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｅ．外国人介護職員の職場定着について

Ｄ．外国人介護職員の文化・風習・信仰への配慮について

Ｃ．外国人介護職員の生活のサポートについて

Ｂ．日本語の指導能力・指導方法について
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時間 セクション 講義タイトル 講師 参考資料

5分 ー グループワークの説明 ・ これから行うＧＷのやり方の説明を行う (イ)(ウ)(エ)で共同して実施

30分 グループワーク【※】
（事前課題を踏まえた課題の共有）

・ 参加者は、１日目、２日目の講義を受け、自施設における課題／その
対応策を考えたうえ、１カ月半ほど現地に戻り実際に指導をしながら実
践を行い、かつ事前課題にて前回で学んだことや実践したうえでの新たに
見えてきた課題を一定程度整理いただいている前提である。このため、３
日目のGWでは、まず、取組を進めたうえで見えてきた課題について、フ
リートーキングで課題共有していただく

(イ)(ウ)(エ)で共同して実施

165分 グループワーク【※】
（介護技術指導時の日本語について）

・ 実際に外国人介護人材に介護業務の中で日本語を教えるということにつ
いて、具体的にどのような点に気を付けるべきか、実際の介護業務を例
に、考えて、まとめていただく

(イ)(ウ)(エ)で共同して実施

40分 発表、講師コメント
・ 全グループに議論された内容を発表していただき、講師コメント。この際、

各グループごとに、講師による日本語の指導に対する具体的なコメントを
いただく

(イ)(ウ)(エ)で共同して実施

【※】注意点：グループワークについては、施設・事業所における課題をじっくり検討いただく目的も兼ね、３日間すべて同じグループで行う

付属資料10
(P96)

付属資料11
(P98)

具体的な内容

図表：集合研修３日目プログラム(例) 

●「講師／グループワークのファシリテーターとして望ましい方」については、前述「(１)②適切な経験を持つ講師の選定」(P6)で記載した講師の項番に準ずる 
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５．研修の効果の測定 

研修を行ううえで、受講後の参加者にどのような影響があったかを分析することは、研修の効果

を測定するうえで重要である。効果検証を行う際は、研修の目的に沿って、その効果を得られてい

るかを確認していく必要があるが、本研修では、以下の２点の目的を据えているため、それぞれに

おいて効果を確認していくことが望ましい。 

研修の目的(再掲) 
その１：外国人介護人材受入れ施設職員を対象に、外国人介護人材の日本語学習支援を効果的に 

取り組むために必要な知識・技術を習得できること 
その２：外国人介護人材への支援を円滑に行うため、外国人介護人材受入れ施設職員の不安を払拭 

すること 
 

(１)各研修プログラムについての理解度、参考度で効果を測定する 

上記研修目的のその１については、「参加施設・事業所が、外国人介護人材の日本語学習を効果的

に支援するための知識・技術を習得できたか」という点を、研修プログラムごとに理解度、参考度

を図ることで、効果を検証できる。具体的には以下のような参加者アンケート等を作成し、参加者

から回答をいただいたうえで、研修運営側で集計等を行う。 

図表：参加者の研修プログラムの理解度・参考度を図る質問(例) 

 

 

(２)参加者の感じる不安の度合いの減少具合で効果を測定する 

上記研修目的のその２については、研修の受講前後で、以下６点の項目についての不安の度合い

を参加者に確認し、受講前と受講後で、参加者における不安の度合いがどの程度変化したかで効果

を検証できる。 

不安の度合いを感じる項目【※】(再掲) 
A) 外国人介護人材の介護技術の指導能力・指導方法について 
B) 外国人介護人材の日本語の指導能力・指導方法について 
C) 外国人介護人材の生活のサポートについて 
D) 外国人介護人材の文化・風習・信仰への配慮について 
E) 外国人介護人材の職場定着について 
F) その他(                              ) 
【※】注意点：外国人介護人材を受け入れる施設・事業所においては、大まかに分けてこの６点の事柄に 

ついての対応が求められることとなる。このため、これら６点それぞれについての不安の度合いを 
分けて確認していくと良い。 

具体的には、以下のような参加者アンケート等を作成し、参加者から回答をいただいたうえで、

研修運営側で集計等を行う。  

質問． 「●●●●●についての講義」（■■講師）の内容について、どのくらい理解できたかと、参考になったか否かを教えてください

質問.　回答欄（理解の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問.　回答欄（参考になったか否かについて、どれかか選んでください）
理解の度合い

理解できた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理解できない 参考になった／どちらとも言えない／参考にならなかった

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問.　※参考になったと回答した方は、どのような点が参考になったか教えてください
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図表：参加者の不安の度合いを測る質問(例) 

 

※同様のものを研修前後の両方で参加者から提出してもらい、その差を比較する 
 
 

質問． 外国人介護職員とのかかわりの中で、現在、”あなたが”　感じる不安について、その度合いと、理由を教えてください
※未だ受け入れていない方は、これから受け入れるにあたって現在感じる不安があれば、回答してください

Ａ．介護技術指導者の指導能力・指導方法について
質問A.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問A.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

不安の度合い
大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 （例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　
Ｂ．日本語の指導能力・指導方法について
質問B.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問B.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

不安の度合い
大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 （例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　
Ｃ．外国人介護職員の生活のサポートについて
質問C.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問C.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

不安の度合い
大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 （例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　
Ｄ．外国人介護職員の文化・風習・信仰への配慮について
質問D.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問D.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

不安の度合い
大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 （例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　
Ｅ．外国人介護職員の職場定着について
質問E.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問E.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

不安の度合い
大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 （例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　
Ｆ．その他　（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
質問F.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問F.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

不安の度合い
大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 （例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

II. 資料編 

モデル的に実施した 

外国人介護人材受入れ施設職員等向け講習会の概要 

 
 
 
 
  



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここからは、(公社)日本介護福祉士会が令和元年度に行った「外国人介護人材受入れ施設職員等

向け講習会」の実施概要について記載しています。本講習会の実施結果および結果の分析を踏まえ、

「I. 本編」に記載したガイドラインを整理しました。 
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１．講習会の目的 

(１)外国人を受け入れる介護施設の現状 

 日本で働く外国人介護人材の受入れに関する在留資格には、在留資格「特定活動」(以下「EPA」

とする)(平成 20 年度創設)、在留資格「介護」(平成 29 年度創設)、技能実習「介護」(平成 29 年度

創設)、在留資格「特定技能」(平成 31 年度創設)の４種類がある。 
先行研究 2において、外国人介護人材の受入れ制度として最も多くの実績をもつ「EPA」により介

護福祉士候補者等の受入れをしている介護施設に対する実態調査がある。調査結果では、多くの受

入れ施設が外国人介護人材に最低限必要な能力の１つとして、日本語能力を挙げている。具体的に

は、今後、外国人介護人材の受入れ拡大に向けて必要なこととして受入れ施設による「継続的な日

本語学習支援」が挙げられ、また、外国人介護人材を受け入れる前に不安に思うこととして「職員

とのコミュニケーション」や「利用者や家族へのコミュニケーション」が挙げられており、外国人

介護人材の日本語能力は受入れの際に重要な視点となっていることが分かる。さらに、外国人介護

人材を受け入れていない施設においても、その多くが、受入れが難しい理由として「日本語能力向

上に向けた学習支援体制が整備できない」点を挙げている。これらの実態調査からも分かるように、

外国人介護人材を受け入れるためには、受け入れる介護施設において、外国人介護職員が効果的に

日本語能力を上げていくための支援(日本語学習支援)に取り組むことが極めて重要であると考える。

また、同調査では、受入れの拡大に向けて必要なこととして「受け入れる職場での外国人に対する

理解と異文化を受容する心構え」が挙げられており、外国人介護職員の日本語能力向上とともに、

受入れ(受入れ予定含む)施設の職員一人ひとりの外国人介護人材への理解を深めていくことが重要

である。 
 

(２)講習会の目的 

上記(１)の課題を踏まえ、公益社団法人日本介護福祉士会において、令和元年度の厚生労働省補助

事業(介護の日本語学習支援等事業)の一環として、次の２点を目的とした本講習会を開催した。 

本講習会の目的 

その１：外国人介護人材受入れ施設職員を対象に、外国人介護人材の日本語 
学習支援を効果的に取り組むために必要な知識・技術を習得できること 

その２：外国人介護人材への支援を円滑に行うため、外国人介護人材受入れ施 
設職員の不安を払拭すること 

 
以下、本目的に沿って実施した講習会の概要を述べる。 

  

 
2 厚生労働省「外国人介護人材の受入環境の整備に向けた調査研究事業 報告書」(平成 31 年 3 月)より 
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２．講習会の概要 

(１)講習会の構成 

本事業においては、本講習会の開催を全国で２回(第１回目：東京、第２回目：愛媛)、それぞ

れ３日程ずつを予定し、初回(第１開催)を行い、初回開催での気づきを踏まえた改善策をもとに

講習プログラム等の修正を行いつつ、第２開催を行うこととした。大都市圏以外で外国人介護人

材確保が課題となっていることを踏まえ、第１回は東京、第２回は技能実習生が多い愛媛県を開

催地とした。 
講習においては、１・２日目講習にて、外国人介護人材を指導する際の前提、実際に指導を行

うにあたって重要となる点を検討することを目的に、基礎知識となる講義を中心とし、既存の課

題を共有するためのグループワークを開催した。また、１・２日目講習を実施したのち、参加者

が自らの介護施設・事業所に戻って実践をしていただくことを目的に、３日目講習は１・２日目

講習から１か月程度経過した後に開催することとした。 
なお、第１回(東京都開催)においては、令和元年台風第 19 号の直撃により、開催不可となった

ため、第２回(愛媛県講習)のみ実施した。 

 
  

10月 11月 12月 1月 2月 3月

第１開催

第２開催

令和元年 令和2年

1.2日目 3日目

1.2日目 3日目

参加者アンケートを
取り、分析の上、東京
開催のプログラム修正

参加者アンケートを
取り、分析の上、東京
開催のプログラム修正

アンケート アンケート

アンケート アンケート
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(２)講習会の参加者について 

※以下、第１回(東京)講習会が未開催であるため、第２回(愛媛)講習会の内容のみを記載する。 

① 受講要件別 

当初、上記「１．講習会の目的」にあるように、外国人介護人材受入れ施設職員(日本語学習

支援を行う者等)に対しての講習会を開催する予定であったが、募集を行ったところ、実際に外

国人介護人材を受け入れている施設・事業所からの参加は僅かであった。 

外国人介護人材受け入れ有無 受講要件種別 参加人数 

有 介護技術指導 ０名 
日本語指導 １名 

無 
介護技術指導、日本語指導 ３名 
介護技術指導 17 名 
日本語指導 １名 

  計 22 名 
 

② 都道府県別 
以下全８府県から参加があった。 

№ 都道府県 参加人数 

1 大阪府 １名 
2 広島県 ４名 
3 岡山県 １名 
4 香川県 ４名 
5 愛媛県 ６名 
6 徳島県 １名 
7 高知県 ３名 
8 鹿児島県 ２名 

計 22 名 
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３．講習会プログラム概要 

以下のとおり開催した。 

 
 

◆１日目プログラム（指導する際の前提を理解する）

時間 講師 講義タイトル
13：00-13：30（30分） 川勝委員 介護に従事する外国人の受入れについて
13：30-14：00（30分） 白井委員長 グループワーク（自己紹介と基礎情報共有 ）
14：00-14：30（30分） 井口委員 外国人介護人材受入れの事例ー先行受入れ施設よりー

14：30-15：30（60分） 白井委員長
橋本委員

介護現場での日本語指導

15：30-15：40
15：40-15：45（5分） 白井委員長 グループワークの説明

15：45-16：35（50分） 白井委員長
橋本委員

グループワーク
（指導時のことばの教え方）

16：35-17：05（30分）
白井委員長
橋本委員
井口委員

発表、講師コメント

◆２日目プログラム（実際に指導を行うにあたって、重要となる点を検討する）

時間 講師 講義タイトル
9：30～11：00（90分） 川端委員 外国人介護人材と向き合うー異文化理解とコミュニケーションー

11：00-11：30（30分） 白井委員長
橋本委員 介護を仕事とする外国人介護人材に日本語を教えていくことについて

11：30-12：30
12：30-13：00（30分） 井口委員 外国人介護人材受入れの事例ーチームで指導していくということー
13：00-13：05（5分） 白井委員長 グループワークの説明

13：05-14：10（65分） 白井委員長
橋本委員

グループワーク
（受入れにおいての課題と対応策の検討①）－課題抽出

14：10-15：20（70分） 白井委員長
橋本委員

グループワーク
（受入れにおいての課題と対応策の検討②）ー対応策の検討

15：20-15：50（30分） 白井委員長 発表、講師コメント
15：50-16：20（30分） 事務局 日本語WEBコンテンツの紹介

◆３日目プログラム（現場に戻って指導したうえで見えてきた課題について検討する）

時間 講師 講義タイトル
11：00-11：05（5分） 事務局 開会あいさつ
11：05-11：10（5分） 白井委員長 グループワークの説明

11：10-11：30（20分） 白井委員長 グループワーク
（事前課題を踏まえた課題の共有）

11：30-12：15（45分）

12：15-15：00（165分）
白井委員長
川端委員
橋本委員

グループワーク
（介護技術指導時の日本語について）

15：00-15：40（40分） 白井委員長 発表、講師コメント

休憩

休憩

休憩

　　日程：令和元年12月21日（土）　会場：愛媛県生活文化センター第 1 研修室

　　日程：令和元年12月22日（日）　会場：愛媛県生活文化センター第 1 研修室

　　日程：令和２年１月31日（金）　会場：愛媛県総合社会福祉会館多目的ホール
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４．プログラムの内容 

当初、外国人介護人材を既に受け入れている施設・事業所のための講習のプログラムを策定し

ていたが、実態として未だ受入れのない施設・事業所からの参加者が主となったため(P19 参

照)、外国人介護人材を受け入れていない施設にとって参考になるようなプログラムに変更を行

い、実施した。 
 
(１)１日目プログラムについて 

 
 

① 介護に従事する外国人の受入れ 

形態 講義(30 分) 

講義者 公益財団法人国際研修協力機構 実習支援部 職種相談課 課長代理 
川勝 貴子様 

目的 

現在、我が国においては、外国人介護人材に関する４つの在留資格(EPA／介護
／技能実習／特定技能)が存在するが、その制度設置趣旨、来日する外国人介
護人材の要件など、それぞれ異なっている。この相違点や、受入れについての留意点
等の基礎的な部分を参加者に理解いただくことを目的として、講義を実施した 

資料 附属資料 1(P38) 
 

② グループワーク(自己紹介と基礎情報共有) 

形態 グループワーク(30 分) 

ファシリテーター 学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 
白井 孝子様 

目的 後のプログラムで自施設の課題を共有いただくため、自己紹介と情報共有を兼ねて
アイスブレイクを行うこと目的として実施した 

資料 附属資料 2(P42) 
 

  

時間 講師 講義タイトル
13：00-13：30（30分） 川勝委員 介護に従事する外国人の受入れについて
13：30-14：00（30分） 白井委員長 グループワーク（自己紹介と基礎情報共有 ）
14：00-14：30（30分） 井口委員 外国人介護人材受入れの事例ー先行受入れ施設よりー

14：30-15：30（60分） 白井委員長
橋本委員

介護現場での日本語指導

15：30-15：40
15：40-15：45（5分） 白井委員長 グループワークの説明

15：45-16：35（50分） 白井委員長
橋本委員

グループワーク
（指導時のことばの教え方）

16：35-17：05（30分）
白井委員長
橋本委員
井口委員

発表、講師コメント

休憩
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③ 外国人介護人材受入れの事例―先行受入れ施設より― 

形態 事例発表(30 分) 

講義者 社会福祉法人 小田原福祉会 法人事務局 人財開発部長 
井口 健一郎様 

目的 

以下の点を目的として実施した 
 先行して外国人介護人材を受け入れている施設からの事例発表を行う 
 先行で受け入れた施設において、どのような点で困ったか、どのように対応したらうま

くいったかなど、正解はない前提で、体験談として紹介する 
 日本語は介護の指導とあわせて行わないと意味がないという点について、実体験を

ベースで参加者に伝える 
資料 附属資料 3(P44) 

 
④ 介護現場での日本語指導 

形態 講義(60 分) 

講義者 

学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 
白井 孝子様 

一般社団法人 国際交流＆日本語支援 Y 代表理事 
橋本 由紀江様 

目的 

以下の点を目的として実施した 
 日本語を指導するうえでの前提、教え方等について講義いただく 
 日本語は介護の指導とあわせて行わないと意味がないという点に触れ、その指導

の方法についても詳しくご紹介いただく 
 外国人介護人材への指示の出し方でどのような点が理解されにくいかに触れ、一

定の指示の出し方の基礎的なポイントを押さえ、次のグループワークにつなげる 
資料 附属資料 4(P55) 

 
⑤ グループワーク(指導時の言葉の教え方) 

形態 グループワーク(50 分＋発表・講師コメント 30 分) 

ファシリテーター 

学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 
白井 孝子様 

一般社団法人 国際交流＆日本語支援 Y 代表理事 
橋本 由紀江様 

目的 
介護行為を指導するうえでの指示の出し方など、外国人介護人材に業務上指導す
るうえで使用する日本語について、意識すべき点を考えたうえで、参加者に整理して
いただくことを目的として実施した 

資料 附属資料 5(P67) 
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(２)２日目プログラムについて 

  
 

① 外国人介護人材と向き合う―異文化理解とコミュニケーション― 

形態 講義(90 分) 

講義者 
公益財団法人 日本国際教育支援協会 
日本語試験センター 試験開発グループリーダー・作題主幹 
川端 一博様 

目的 

外国人介護人材を指導するにあたり、出身国や性別等々でくくって見るのではなく、
外国人介護人材一人ひとりに合わせた指導をすることが必要であるが、人、特に異
文化圏出身の方について理解するとはどういったことを指すのか、理解するにはどうし
たら良いのか等について、ラポール形式に必要な考え方等を踏まえ、参加者に理解
いただくことを目的として実施した 

資料 附属資料 6(P72) 
 

② 介護を仕事とする外国人介護人材に日本語を教えてくことについて 

形態 講義(30 分) 

講義者 

学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 
白井 孝子様 

一般社団法人 国際交流＆日本語支援 Y 代表理事 
橋本 由紀江様 

目的 

もう一度１日目の講義内容である「介護現場で働く外国人介護人材に対する日
本語の指導」について振返りを行い、重要となるポイントを再整理し、後の GW で参
加者に議論いただく「実際の現場において生じている課題」の基礎知識として定着さ
せることを目的として実施した 

資料 附属資料 7(P85) 
 

  

時間 講師 講義タイトル
9：30～11：00（90分） 川端委員 外国人介護人材と向き合うー異文化理解とコミュニケーションー

11：00-11：30（30分） 白井委員長
橋本委員 介護を仕事とする外国人介護人材に日本語を教えていくことについて

11：30-12：30
12：30-13：00（30分） 井口委員 外国人介護人材受入れの事例ーチームで指導していくということー
13：00-13：05（5分） 白井委員長 グループワークの説明

13：05-14：10（65分） 白井委員長
橋本委員

グループワーク
（受入れにおいての課題と対応策の検討①）－課題抽出

14：10-15：20（70分） 白井委員長
橋本委員

グループワーク
（受入れにおいての課題と対応策の検討②）ー対応策の検討

15：20-15：50（30分） 白井委員長 発表、講師コメント
15：50-16：20（30分） 事務局 日本語WEBコンテンツの紹介

休憩
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③ 外国人介護人材受入れの事例―チームで指導していくということ― 

形態 事例発表(30 分) 

講義者 社会福祉法人 小田原福祉会 法人事務局 人財開発部長 
井口 健一郎様 

目的 

以下の点を目的として実施した 
 １日目の事例発表で簡潔に触れた「チームでの指導」について、先行受入れ施設

においてはどのように対応しているのかについて発表する 
 正解はない前提であるが、チームで動かなかったことでのデメリットや、チームで動い

たことでのメリットに関する具体例の紹介も行いつつ、チームで指導していくことの重
要性について、先行受入れ施設での経験を踏まえ、参加者に事例発表する 

資料 附属資料 8(P86) 
 
④ グループワーク(受入れにおいての課題と対応策の検討 

形態 グループワーク(135 分＋発表・講師コメント 30 分) 

ファシリテーター 

学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 
白井 孝子様 

一般社団法人 国際交流＆日本語支援 Y 代表理事 
橋本 由紀江様 

目的 

参加者が現在所属する施設・事業所において、介護技術や日本語の面、その他チ
ームワーク等の面でどのような課題があるか、テーマは限定せず、課題を洗い出してい
ただく。なお、この段階で参加者は既に１日目、２日目の講義・事例発表で、日本
語の面、介護の面、チームワークの面と複数の観点からの重要となる事柄の情報を
入手していることと、事前課題においてある程度の課題抽出をしていただいているた
め、個人レベルではあいまいながらも自施設の課題が見えつつある状態であることを
前提して実施した 

資料 附属資料 9(P93) 
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(３)３日目プログラムについて 

１・２日目講習の実施内容および振返りの内容から、「介護技術指導者の指導能力・指導方法

について」および「日本語の指導能力・指導方法について」の２点について、参加者の不安が強

いことが分かった。また、実際に外国人介護人材を受け入れていない施設・事業所の参加者が多

く、介護技術を日本語で指導する際の具体的な指導方法をイメージできていない参加者が多いこ

とが分かったため、当該内容について重点的に指導していくプログラムを設定した。 

 

 
① グループワーク(事前課題を踏まえた課題の共有) 

形態 グループワーク(20 分) 

ファシリテーター 学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 
白井 孝子様 

目的 

参加者は、１・２日目の講義を受け、自施設における課題／その対応策を考えたう
え、１カ月半ほど現地に戻り実際に指導をしながら実践を行い、かつ事前課題にて
前回講義で学んだことや実践したうえでの新たに見えてきた課題を一定程度整理い
ただいている前提である。このため、３日目の GW では、まず、取組を進めたうえで
見えてきた課題について、テーマは限定せず、課題を洗い出していただくことを目的
に、ディスカッションを行うことを目的に実施した 

資料 附属資料 10(P96) 
 

② グループワーク(介護技術指導時の日本語について) 

形態 グループワーク(165 分＋発表・講師コメント 40 分) 

ファシリテーター 

学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 
白井 孝子様 

公益財団法人 日本国際教育支援協会 
日本語試験センター 試験開発グループリーダー・作題主幹 
川端 一博様 

一般社団法人 国際交流＆日本語支援 Y 代表理事 
橋本 由紀江様 

目的 
実際に外国人介護人材に介護業務の中で日本語を教えるということについて、具体
的にどのような点に気を付けるべきか、実際の介護業務を例に、参加者に考えて、ま
とめていただくために実施した 

資料 附属資料 11(P98) 

時間 講師 講義タイトル
11：00-11：05（5分） 事務局 開会あいさつ
11：05-11：10（5分） 白井委員長 グループワークの説明

11：10-11：30（20分） 白井委員長 グループワーク
（事前課題を踏まえた課題の共有）

11：30-12：15（45分）

12：15-15：00（165分）
白井委員長
川端委員
橋本委員

グループワーク
（介護技術指導時の日本語について）

15：00-15：40（40分） 白井委員長 発表、講師コメント

休憩
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自己紹介
基礎情報共有

指導時のことばの
教え方

GW

講義

日本語
指導

事例発表

実践的
取組

GW

１日目
（指導する際の前提を理解する）

２日目
（実際に指導を行うにあたって、重要となる点を検討する）

次の日

講義

異文化を理
解したうえで

の指導

チームでの
指導

事例発表

受入れにおいての課
題と対応策の検討

GW１日目で日本語／介護
の指導の際の前提を学
んでいる状態

現状の受入れにお
ける課題や悩みごと
をまとめていただく

事前課題

現場にて
１カ月程
度、実践

実践したうえで見え
てきた課題の抽出

事前課題

３日目（現場に戻って指導したうえで見えてきた課題について検討する）

実践したうえで見え
てきた課題の共有

GW

講習を受けて
学んだこと、気づき

アンケート（事後課題の要素も兼ねる）

当日
アンケート

アンケート

介護技術指導時の
日本語の教え方を

整理する

GW

（２）①

（２）②

（２）③
（２）④

５．講習会の効果検証 

(１)効果検証の目的 

P17 に記載した本講習会の目的(以下その１およびその２)の２点に沿った効果が得られたか、

効果検証を行った。 

本講習会の目的 
(再掲) 

その１：外国人介護人材受入れ施設職員を対象に、外国人介護人材の日本語 
学習支援を効果的に取り組むために必要な知識・技術を習得できること 

その２：外国人介護人材への支援を円滑に行うため、外国人介護人材受入れ施 
設職員の不安を払拭すること 

 

(２)効果検証の手法 

 上記その１については「参加施設・事業所が、外国人介護人材の日本語学習支援を効果的に取

り組むために必要な知識・技術を習得できたか」という点の効果を検証する。具体的には、２

日目講習終了後アンケート(以下(２)②)と、職場での実践後に実施した事前課題(以下(２)③)で
にて、講習会プログラムの理解度と参考度(以下(以下(３)および(４))を図ることとした 
 上記その２については、１日目事前課題(以下(２)①)と、３日目講習終了後アンケート(以下(２)
④)の双方で、以下６点の項目についての不安の度合いを５段階評価(１～５)で参加者に確認し、

本講習会受講前後で、参加者における不安の度合いがどの程度変化したか(以下、(５))で図るこ

ととした 

不安の度合いを感じる項目【※】 
A) 外国人介護人材の介護技術の指導能力・指導方法について 
B) 外国人介護人材の日本語の指導能力・指導方法について 
C) 外国人介護人材の生活のサポートについて 
D) 外国人介護人材の文化・風習・信仰への配慮について 
E) 外国人介護人材の職場定着について 
F) その他(                              ) 

【※】外国人介護人材を受け入れる施設・事業所においては、大まかに分けてこの６点の事柄についての対応が 
求められることとなる。このため、これら６点それぞれについての不安の度合いを分けて確認した 
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① １日目・２日目事前課題(附属資料 12(P107) 

配布・回収方法 エクセル形式の課題をメール配布し、メール回収 
実施時期 令和元年 12 月９日(月)～16 日(月) 

実施目的 
実際の外国人介護人材の受入れ状況や、担当者個人の悩み事などを記載するこ
とで、自らの課題、施設／事業所の課題を体系的に整理することを目的として実施
した 

 
② ２日目当日アンケート(附属資料 13(P108) 

配布・回収方法 ２日目講習時に紙配布、２日目講習終了後、紙回収 
実施時期 令和元年 12 月 22 日(日) 

実施目的 ２日までの講習会プログラムに関する満足度や、３日目講習に期待すること等に関
する項目を調査することを目的として実施した 

 
③ ３日目事前課題(附属資料 14(P109) 

配布・回収方法 エクセル形式の課題をメール配布し、メール回収 
※２種類配布(①３日目講習実施直後に回収、②３日目講習直前に回収) 

実施時期 令和元年 12 月 23 日(月)～①１月６日(月)、②１月 24 日(金) 

実施目的 1 日目・２日目講習で学んだことを踏まえ自施設・事業所で実践を行うが、行ったう
えで見えてきた課題やさらなる疑問点等を整理することを目的として実施した 

 
④ ３日目講習終了後アンケート(附属資料 15(P109) 

配布・回収方法 WEB アンケートとしてメール送付、WEB 回収 
実施時期 令和 2 年 2 月 3 日(月)～２月 14 日(金) 

実施目的 
講習会全体についての満足度や、３日目講習プログラムに対する満足度を確認す
るとともに、本講習会が、参加者にどのような効果をもたらしたかを確認することを目
的として実施した 
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(３)講習会プログラムの理解度について 

以下の通りの結果となった。理解度についてはほぼ全てのプログラムにおいて、５ポイント中

４以上の高い数値となったが、「４つの在留資格の講義への理解について」、および「グループワ

ーク(介護技術指導時の日本語について)」については、以下の理由より、理解度が低くなってい

る事が想定される。 
ただし、後述する「(４)プログラムの参考度について」では、両者とも参考度は高かったため、

参加者にとっては有益なプログラムであったことがうかがえる。 

４つの在留資格の講義へ
の理解について 

在留資格の講義は 30 分で全体像を伝えるに留めたものであり、詳細説明
とはならなかった。概要に始終したことから理解度は低めにでたと推察され
る。 

グループワーク(介護技術
指導時の日本語について) 

「外国人介護人材にとって、介護行為を日本語で分解するとはどのようなこ
とか」という参加者が日頃から考え慣れていない事柄を検討いただいたため、
理解度自体が高くなかったことが想定される。 

 

 
 

  

問1.「介護に従事する外国人の受入れ

について」（川勝委員）の理解度(n=22)
平均4.1

問2.「外国人介護人材受入れの事例ー

先行受入れ施設よりー」（井口委員）の

理解度(n=22)
平均4.5

問3.「介護現場で働く外国人介護人材

に対する日本語の指導」（白井委員

長、橋本委員）の理解度(n=22)
平均4.4

問4.「グループワーク（指導時のことば

の教え方）」の理解度(n=22)
平均4.5

問5.「「外国人介護人材受入れの事

例ーチームで指導していくというこ

とー」（川端委員）の理解度(n=22)
平均4.9

問6.「介護を仕事とする外国人介護人

材に日本語を教えていくことについて」

（白井委員長、橋本委員）の理解度

(n=22)

平均4.5

問7.「外国人介護人材受入れの事例ー

チームで指導していくということー」（井

口委員）の理解度(n=22)
平均4.6

問8.「グループワーク（受入れにおいて

の課題と対応策の検討）」の理解度

(n=22)
平均4.5

３

日

目

問1.「グループワーク（介護技術指導時

の日本語について）」の理解度(n=19)
平均3.9

1

日

目

２

日

目

18.2 

50.0 

54.5 

59.1 

86.4 

63.6 

59.1 

54.5 

21.1 

72.7 

50.0 

31.8 

36.4 

13.6 

27.3 

40.9 

36.4 

57.9 

9.1 

0.0 

13.6 

4.5 

0.0 

9.1 

0.0 

9.1 

10.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5 理解できた 4.0 3.0 2.0 1 理解できない 無回答
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(４)プログラムの参考度について 

以下の通りの結果となった。どのプログラムにおいても高い割合で「参考になった」と回答が

あり、「参考にならなかった」の意見は１つもなかった。本講習会のプログラムは、参加者にとっ

て「参考になった」といえる。 

 
  

問1.「介護に従事する外国人の受入れ

について」（川勝委員）の参考度(n=22)

問2.「外国人介護人材受入れの事例ー

先行受入れ施設よりー」（井口委員）の

参考度(n=22)

問3.「介護現場で働く外国人介護人材

に対する日本語の指導」（白井委員

長、橋本委員）の参考度(n=22)

問4.「グループワーク（指導時のことば

の教え方）」の参考度(n=22)

問5.「外国人介護人材受入れの事例ー

チームで指導していくということー」（川

端委員）の参考度(n=22)

問6.「介護を仕事とする外国人介護人

材に日本語を教えていくことについて」

（白井委員長、橋本委員）の参考度

(n=22)

問7.「外国人介護人材受入れの事例ー

チームで指導していくということー」（井

口委員）の参考度(n=22)

問8.「グループワーク（受入れにおいて

の課題と対応策の検討）」の参考度

(n=22)

３

日

目

問1.「グループワーク（介護技術指導時

の日本語について）」の参考度(n=19)

1

日

目

２

日

目

86.4 

100.0 

95.5 

95.5 

90.9 

77.3 

100.0 

95.5 

89.5 

4.5 

0.0 

4.5 

0.0 

4.5 

18.2 

0.0 

4.5 

10.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

9.1 

0.0 

0.0 

4.5 

4.5 

4.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参考になった どちらとも言えない 参考にならなかった 無回答
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【参考：個別のプログラムについての参加者からのコメントについて】 

以下、実施したそれぞれのプログラムについて、参加者からのコメントを掲載する。 

＜１日目講習アンケート結果＞ 
 介護に従事する外国人の受入れ 

 技能実習指導員講習で 1 度学んでいたが、特定技能なども追加され、比較等参考になった。 
 外国人の受入れが「人手不足」だという固定観念が違った角度からみえる様になり参考にな

った(技能移転)。 
 

 グループワーク(自己紹介と基礎情報共有) 

 ※自己紹介等のアイスブレイクであり、理解度を図るプログラムではないため、割愛 
 

 外国人介護人材受入れの事例―先行受入れ施設より― 

 実際に受け入れてから、現場に出るまでの注意事項、手順がよくわかった。 
 まだ受入れをしていないため、何が不安かさえ不確かであるが、実際に受け入れられている

施設での様子をお聞きすると安心する。 
 
 介護現場での日本語指導 

 出来るだけ仕事、生活の中で日本語を覚えていく過程を身につけられる様、指導力が必要で

ある事が参考になった。 
 外国人の方々に対して、日本語を伝えるポイントが理解できた。 

 

 グループワーク(指導時の言葉の教え方) 

 実際の業務中の会話からコミュニケーションから“言葉”に留意して互いに理解を深めるこ

とが必要だとグループワークを通じて理解できた。 
 グループワークを通して自分の考えをアウトプットすることでより理解が深まった。 

 
＜２日目講習アンケート結果＞ 

 外国人介護人材と向き合う―異文化理解とコミュニケーション― 
 相手に伝える＝相手が理解できる言葉、文章に置き換える手段が理解できた。 
 同じ日本人でも常識と非常識の差があり、自分が正しいと思っている事を常識と思っている

ことを知り、一方的に決めつけないようにしたい。 
 

 介護を仕事とする外国人介護人材に日本語を教えてくことについて 
 昨日の振り返りを行え、更に尋ねる⇄答えることでコミュニケーションが成り立つ事を理解し、

窓口を広げておくことを学んだ。 
 昨日の振り返りとして、少しずつ自信を持って対応できるような気になれた。 
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 外国人介護人材受入れの事例―チームで指導していくということ― 
 役割分担の大切さ、具体的に起きたトラブル、地域や利用者家族への知らせ方の一例を知り、

自施設で何ができるのかを考えるきっかけとなった。 
 チームで意識を変えなくてはならないのは職員側であり、異文化を理解する姿勢をしっかり

持たせる必要があると感じた。 
 
 グループワーク(受入れにおいての課題と対応策の検討) 
 毎日行っている業務でも、この様な切り口から見ると新しい問題点などが見えてよかった。 
 自分が考えていた受入れに際しての課題について、グループの意見を聞けて良かった。課題

の共有が出来て安心した。 
 取り組み方等についてはわかるが、本当に現場で実現できるのかが結局不安である。 
 

＜３日目講習アンケート結果＞ 
● グループワーク(受入れにおいての課題と対応策の検討) 
 改めて日本語の難しさも感じたが、留意点をおさえ、伝え方を工夫することで指導がスムー

ズに運べるのではないかと感じることができた。 
 日本語を理解してもらえるように伝える方法(言い換えや短文化)、その難しさがわかった。 
 言葉で説明しにくいことを言い換える引き出しを増やしていく重要性が理解できた。 
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(５)講習会前後における参加者の不安の度合いの変化 

以下の「不安の度合いを感じる項目」計６点について講習会の「事前」、「事後」の不安の度合い

を比較した。６点いずれの項目においても、不安の度合いは減少しており、本講習のプログラムは、

以下６点においては受講者の「不安を解消することができた」といえる。 

不安の度合いを感じる項目 
A) 外国人介護人材の介護技術の指導能力・指導方法について 
B) 外国人介護人材の日本語の指導能力・指導方法について 
C) 外国人介護人材の生活のサポートについて 
D) 外国人介護人材の文化・風習・信仰への配慮について 
E) 外国人介護人材の職場定着について 
F) その他(                              ) 

 

 
  

事前(n=22) 平均 4.1

事後(n=19) 平均 2.9

事前(n=22) 平均 4.3

事後(n=19) 平均 2.8

事前(n=22) 平均 4.0

事後(n=19) 平均 2.8

事前(n=22) 平均 3.7

事後(n=19) 平均 2.4

事前(n=22) 平均 3.8

事後(n=19) 平均 3.2

事前(n=22) 平均 4.2

事後(n=19) 平均 2.6

F.その他

A.介護技術指導者

の指導能力・指導方

法について

B.日本語の指導能

力・指導方法につい

て

C.外国人介護職員

の生活のサポートに

ついて

D.外国人介護職員

の文化・風習・信仰

への配慮について

E.外国人介護職員

の職場定着について

54.5 

10.5 

59.1 

10.5 
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0.0 

4.5 

5.3 

4.5 

26.3 

4.5 

0.0 
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0.0 
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5 不安の度合い大 4 3 2 1 不安の度合い小 無回答
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(６)効果検証結果に関するまとめと考察 

本講習会においては、プログラムの理解度、参考度の数値も良く(前述(３)および(４))、受講者

の不安も解消されている(前述(５)ため、講習会の目的(以下その１およびその２)の２点)に沿った

効果が得られた、といえる。 

本講習会の目的 
(再掲) 

その１：外国人介護人材受入れ施設職員を対象に、外国人介護人材の日本語 
学習支援を効果的に取り組むために必要な知識・技術を習得できること 

その２：外国人介護人材への支援を円滑に行うため、外国人介護人材受入れ施 
設職員の不安を払拭すること 

 
しかしながら、本講習会においては、当初２地域で開催予定(P18 参照)であったところが諸事

情(台風)により１回開催のみとなった影響があるほか、講習会参加者は計 22 名(P19 参照)である

など、十分なデータを得られたうえでの効果検証ができているとはいえない。 
また、そもそも、講習会の効果として「不安を解消できたか」との点を図ることに関しては、

複数の視点から確認していく必要がある。外国人介護人材を既に受け入れている施設・事業所に

おいては、講習会にて不安が解消できたことが、「受け入れたうえで実際に起こっている問題を

解決できた」として、効果としてみなすことができると想定されるが、未だ１名も外国人介護人

材を受け入れていない施設・事業所においては、講習会にて不安が解消できたことが「外国人介

護人材を受け入れることへの障壁をなくす」以外で何らかの効果があるのか不明瞭である。この

効果においては、今後も検証していく必要があると思われる。 
なお、次ページ(P34)に記載する検討委員会委員からは、上記「外国人介護人材を受け入れるこ

とへの障壁」について、未だ外国人介護人材を受け入れていない施設においては、これから起こ

りうる障壁(以下の３分類)について、正しく想定しておくことと、それら障壁に対する対処の例

を知っておくことが不安解消につながるため、障壁においても分類して確認していくべき、とい

う意見が挙がっている。 
①受入れに踏み切る障壁 
②受入れの体制づくりに関する障壁 
③受入れ後の指導カリキュラム作成に関する障壁 
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６．講習会のプログラム検討 

(１)委員会の設置 

講習会のプログラムの検討を行うため、検討委員会を設置した。また、講習会終了後等で介護

現場からの視点を共有いただくため、臨時委員を招集し、臨時委員会を実施した。 
検討委員会メンバー及び検討委員会の開催状況は以下のとおりである。 
 

検討委員会名簿(敬称略・委員五十音順) 

委員長 白井 孝子 学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 

委員 井口 健一郎 社会福祉法人 小田原福祉会 法人事務局 人財開発部長 

委員 川勝 貴子 公益財団法人国際研修協力機構 
実習支援部 職種相談課 課長代理 

委員 川端 一博 公益財団法人 日本国際教育支援協会 
日本語試験センター 試験開発グループリーダー 作題主幹 

委員 橋本 由紀江 一般社団法人 国際交流＆日本語支援 Y 代表理事 

委員 藤野 裕子 公益社団法人 日本介護福祉士会 副会長 

 

臨時委員 岩﨑 勝也 山形県介護福祉士会 

臨時委員 富澤 伸也 群馬県介護福祉士会 

臨時委員 熊木 佐知男 埼玉県介護福祉士会 

臨時委員 玉土 靖 東京都介護福祉士会 

臨時委員 永嶋 昌樹 東京都介護福祉士会 

臨時委員 平田 洋介 富山県介護福祉士会 

臨時委員 松ケ平 朝菜 福井県介護福祉士会 

臨時委員 淺野 幸子 大阪介護福祉士会 

臨時委員 重松 義成 大阪介護福祉士会 

臨時委員 藤岡 秀行 広島県介護福祉士会 

臨時委員 池ノ内 祐也 香川県介護福祉士会 
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(オブザーバー) 

成瀬 拓 社会・援護局 福祉基盤課 福祉人材確保対策室 室長補佐 

田代 善行 社会・援護局 福祉基盤課 福祉人材確保対策室 
外国人介護人材受入企画調整係長 

伊藤 優子 社会・援護局 福祉基盤課 福祉人材確保対策室 介護福祉専門官 

 
(事務局) 

公益社団法人 日本介護福祉士会 
 

(２)検討委員会・臨時委員会の開催 

開催した委員会の主な議題と開催日時、開催場所は以下のとおりである。 

検討 
委員会 

臨時 
委員会 

作業部会 主な議題 開催日時・場所 

第 1 回   
1.本委員会の目的等の共有 
2.講習会プログラムについて 
3.その他事項 

令和元年６月 17 日(月) 
日本介護福祉士会会議室 

  第 1 回 
1.講習会プログラムについて 
2.プログラムの内容について 
3.ヒアリング項目 

令和元年 7 月 17 日(水) 
日本介護福祉士会会議室 

第２回   1.講習会プログラムについて 
2.ヒアリング項目案について 

令和元年８月１日(木) 
日本介護福祉士会会議室 

第 3 回   1.講習会プログラムについて 
2.効果検証について 

令和元年８月 30 日(金) 
日本介護福祉士会会議室 

  第 2 回 1.映像コンテンツについて 令和元年 9 月 29 日(日) 
東京福祉専門学校 

拡大   1.講習会の模擬実施 
2.講習会プログラムについて 

令和元年 11 月 29 日(金) 
日本介護福祉士会会議室 

第４回 
   1.講習会プログラムについて 令和元年 11 月 29 日(金) 

日本介護福祉士会会議室 

 第 1 回  1.講習会の振り返りについて 
2.講習会プログラムの在り方について 

令和元年 12 月 21 日(土) 
愛媛県生活文化センター 

 第 2 回  1.講習会の振り返りについて 
2.講習会プログラムの在り方について 

令和元年 12 月 22 日(日) 
愛媛県生活文化センター 

第 5 回   1.講習会プログラムの内容について 令和 2 年１月８日(水) 
日本介護福祉士会会議室 

 第 3 回  1.講習会の振り返りについて 
2.講習会プログラムの在り方について 

令和 2 年 1 月 31 日(金) 
愛媛県総合社会福祉会館 

第 6 回   1.講習会の振り返りについて 
2.ガイドラインの策定について 

令和 2 年 2 月 19 日(水) 
日本介護福祉士会会議室 

 



 
 

  



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

III. 参考 

モデル講習会で使用した講習資料集 
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付属資料１ 

【１日目講習】 

介護に従事する外国人の受入れについて(川勝貴子委員) 

 
形態 講義(30 分) 

講義者 公益財団法人国際研修協力機構 実習支援部 職種相談課 課長代理 
川勝 貴子様 

講義の目的 

現在、我が国においては、外国人介護人材に関する４つの在留資格(EPA／介護
／技能実習／特定技能)が存在するが、その制度設置趣旨、来日する外国人介
護人材の要件など、それぞれ異なっている。この相違点や、受入れについての留意点
等の基礎的な部分を参加者に理解いただくことを目的として、講義を実施した 

 

※以下、講義における進め方をフキダシで記載していますのでご参照ください 
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付属資料２ 

【１日目講習】 

グループワーク(自己紹介と基礎情報共有) 

 

形態 グループワーク(30 分) 

ファシリテーター 学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 
白井 孝子様 

グループワーク 
の目的 

後のプログラムで自施設の課題を共有いただくため、自己紹介と情報共有を兼ねて
アイスブレイクを行うこと目的として実施した 
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付属資料３ 

【１日目講習】 

外国人介護人材受入れの事例―先行受入れ施設より―(井口健一郎委員) 

 

形態 事例発表(30 分) 

講義者 社会福祉法人 小田原福祉会 法人事務局 人財開発部長 
井口 健一郎様 

講義の目的 

以下の点を目的として実施した 
 先行して外国人介護人材を受け入れている施設からの事例発表を行う 
 先行で受け入れた施設において、どのような点で困ったか、どのように対応したらうま

くいったかなど、正解はない前提で、体験談として紹介する 
 日本語は介護の指導とあわせて行わないと意味がないという点について、実体験を

ベースで参加者に伝える 
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付属資料４ 

【１日目講習】 

介護現場での日本語指導(白井孝子委員長、橋本由紀江委員) 

 

形態 講義(60 分) 

講義者 

学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 
白井 孝子様 

一般社団法人 国際交流＆日本語支援 Y 代表理事 
橋本 由紀江様 

講義の目的 

以下の点を目的として実施した 
 日本語を指導するうえでの前提、教え方等について講義いただく 
 日本語は介護の指導とあわせて行わないと意味がないという点に触れ、その指導

の方法についても詳しくご紹介いただく 
 外国人介護人材への指示の出し方でどのような点が理解されにくいかを触れ、一

定の指示の出し方の基礎的なポイントを押さえ、次のグループワークにつなげる 
 

※以下、講義における進め方をフキダシで記載していますのでご参照ください 
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受
入

れ
る

外
国

人
介

護
人

材
が

日
本

語
を

学
習

し
た

テ
キ

ス
ト

を
み

て
お

くと
よ

い
。

彼
ら

が
どん

な
日

本
語

を
知

って
い

る
か

の
イメ

ー
ジ

が
で

き
る

。 
「参

考
」 

み
ん

な
の

日
本

語
初

級
Ⅰ

・Ⅱ
 

(例
)褥

瘡
、排

泄
、移

乗
な

ど 
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自
分

が
働

く事
業

所
の

名
称

を
言

え
る

よ
うに

す
る

。 
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耳
(聞

く)
と目

(語
彙

リス
ト

を
見

て
確

認
す

る
)と

口
(発

話
す

る
)、

体
を

使
って

言
葉

を
覚

え
て

い
け

る
よ

う
に

指
導

す
る

。特
に

発
話

す
る

機
会

を
多

くす
る

こと
が

大
切

。 
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動
作

を
言

葉
で

説
明

す
る

こと
は

難
しい

。 
介

護
技

術
の

指
導

の
際

に
は

 
①

 ま
ず

見
せ

る
。そ

の
際

に
、動

作
の

言
葉

を
発

話
しな

が
ら見

せ
る

。 
②

 １
つ

ひ
とつ

の
動

作
に

分
解

して
言

葉
を

教
え

る
。そ

の
際

に
も

発
話

し、
外

国
人

介
護

人
材

に
も

発
話

させ
る

。 
③

 動
作

を
実

際
に

や
って

も
らう

。こ
の

際
も

、話
しな

が
ら行

うこ
とが

大
事

。 
④

 「
足

底
を

床
に

つ
け

る
」「

深
く腰

掛
け

る
」な

どは
利

用
者

さん
の

状
態

で
も

、
い

ろ
い

ろ
な

形
が

考
え

られ
る

が
、こ

の
介

護
行

為
で

は
、「

この
動

作
が

この
言

葉
」と

して
指

導
す

れ
ば

よ
い

。 
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付属資料５ 

【１日目講習】 

グループワーク(指導時のことばの教え方) 

 

形態 グループワーク(50 分＋発表・講師コメント 30 分) 

ファシリテーター 

学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 
白井 孝子様 

一般社団法人 国際交流＆日本語支援 Y 代表理事 
橋本 由紀江様 

グループワーク 
の目的 

介護行為を指導するうえでの指示の出し方など、外国人介護人材に業務上指導す
るうえで使用する日本語について、意識すべき点を考えたうえで、参加者に整理して
いただくこと目的として実施した 
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69 
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グループワークでは、P68 の動画を参加者に見てもらいつつ、当該動画の介
護行為で実際に発話された言葉を、実際にこのような「発言メモ」を通して参
加者に見てもらっています。その上で、この「発言メモ」の中で、外国人介護
人材にとって分かりづらい日本語は何か、という点を考えてもらいます。 
普段の介助の際に何気なく使用する一言でも、客観的に見てみることで、伝
え方の工夫等について考えることができます。 
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＜参考＞動画、ワークシートの活用方法 

 
 P68 に掲載している動画(上記)は、実際に、介護行為を行っている場面を撮影し、参加者に閲覧

いただいているものです。 
 この動画を撮影するとともに、実際にその介護行為で介護職が発話した言葉をワークシート(P70

記載のワークシート参照)にまとめ、これらの言葉の中で、「外国人介護人材が難しいと思うか」

をグループワークで検討いただいています。(P69 記載のグループワーク資料参照) 
 この動画では、端座位から車いすへの移乗の介護行為を動画にしています。 
  

3

グループワーク（指導時のことばの教え方）の進め方
１．まず、実際に介助をしている動画を見てみましょう。

＜指導の場面 サンプル＞
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付属資料６ 

【２日目講習】 

外国人介護人材と向き合う―異文化理解とコミュニケーション―(川端一博委員) 

 

形態 講義(90 分) 

講義者 
公益財団法人 日本国際教育支援協会 日本語試験センター 
試験開発グループリーダー 作題主幹 
川端 一博様 

講義の目的 

外国人介護人材を指導するにあたり、出身国や性別等々でくくって見るのではなく、
外国人介護人材１人１人に合わせた指導をすることが必要であるが、人、特に異
文化圏出身の方について理解するとはどういったことを指すのか、理解するにはどうし
たら良いのか等について、ラポール形式に必要な考え方等を踏まえ、参加者に理解
いただくことを目的として実施した 

 

※以下、講義における進め方をフキダシで記載していますのでご参照ください 
※本資料は、実際の講習当日資料を一部抜粋したものです 
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異
な

る
文

化
と出

会
った

時
，

「お
か

しい
」「

変
だ

」と
思

うこ
とが

あ
りま

す
。 

互
い

を
理

解
し

，
尊

重
し

な
が

らコ
ミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
を

とる
こと

に
つ

い
て

，
ワ

ー
クを

通
じて

考
え

て
い

き
ま

す
。 
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他
の

文
化

との
違

い
が

分
か

りや
す

い
も

の
，

ま
た

違
い

に
気

づ
き

に
くい

も
の

の
例

を
見

て
き

ま
した

。 
文

化
とは

，
この

ス
ライ

ドの
よ

うに
「集

団
に

よ
って

共
有

さ
れ

て
い

る
も

の
」と

考
え

る
こ

とが
で

き
そ

うで
す

が
，

同
じ文

化
圏

に
暮

らす
人

の
価

値
観

や
行

動
様

式
は

，
本

当
に

等
質

な
も

の
な

の
で

しょ
うか

。 
この

後
の

ワ
ー

クを
通

じて
考

え
て

い
き

ま
す

。 
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「日
本

人
な

ら普
通

こう
す

る
だ

ろ
う」

思
って

い
る

こと
が

，
実

は
人

に
よ

って
違

い
が

あ
る

こと
を

知
る

こと
が

ね
らい

で
す

。 
は

じ
め

に
，

提
示

され
た

状
況

に
お

い
て

自
分

な
らど

うす
る

か
，

ま
た

そ
の

理
由

を
考

え
て

も
らい

ま
す

。 
そ

の
後

，
周

囲
の

人
と意

見
交

換
を

す
る

と，
よ

り違
い

を
感

じる
こと

が
で

き
る

で
しょ

う。
 

意
見

交
換

の
の

ち
，

そ
れ

ぞ
れ

の
選

択
肢

を
選

ん
だ

人
に

挙
手

して
も

らい
ま

す
。

これ
に

よ
り，

人
数

の
ば

らつ
き

も
感

じ
る

こと
が

で
き

ま
す

。 
最

後
に

，
対

照
的

な
選

択
肢

，
た

とえ
ば

１
と４

を
選

ん
だ

何
人

か
に

理
由

を
聞

い
て

，
参

加
者

間
で

共
有

しま
す

。 
そ

も
そ

も
同

じ
文

化
に

属
す

る
人

同
士

で
も

ば
らつ

き
が

あ
る

こと
を

知
る

こと
で

，
異

な
る

文
化

圏
の

人
々

と接
す

る
こと

へ
の

不
安

を
和

らげ
て

い
き

ま
す

。 
状

況
設

定
は

，
日

本
人

で
あ

れ
ば

同
じ

よ
うな

反
応

が
予

想
さ

れ
る

も
の

に
し

，
い

くつ
か

用
意

す
る

とよ
い

で
す

。 

この
イラ

ス
トか

ら，
「降

りる
人

が
す

ん
で

か
ら電

車
に

乗
る

よ
うに

す
る

」こ
とを

促
して

い
る

こと
を

読
み

取
る

人
が

多
い

と思
い

ま
す

。 
そ

れ
は

，
そ

の
よ

うな
文

字
情

報
とセ

ット
で

記
憶

して
い

る
か

らか
も

しれ
ま

せ
ん

。 
しか

し，
この

イラ
ス

トを
文

字
情

報
な

しに
，

さら
に

は
異

な
る

文
化

圏
の

人
が

見
た

場
合

，
様

々
な

解
釈

が
生

ま
れ

そ
うで

す
。 

そ
れ

ぞ
れ

の
解

釈
は

決
して

誤
った

解
釈

な
の

で
は

な
く，

文
化

圏
ご

との
正

解
で

あ
る

とも
言

え
ま

す
。 

多
様

な
解

釈
が

あ
り得

る
こと

を
理

解
す

る
こと

は
，

ミス
コミ

ュケ
ー

シ
ョン

の
原

因
を

断
定

的
に

相
手

に
求

め
る

こと
を

防
い

で
くれ

ま
す

。 
そ

の
た

め
に

，
1

枚
の

イラ
ス

トか
らど

の
よ

うな
解

釈
が

あ
り得

る
か

，
個

人
・グ

ル
ー

プ
で

考
え

て
も

らい
，

全
体

で
共

有
しま

しょ
う。

 
イラ

ス
トは

，
道

路
標

識
な

ど自
分

た
ち

が
よ

く目
に

す
る

も
の

の
，

多
様

な
解

釈
が

生
ま

れ
そ

うな
も

の
を

い
くつ

か
用

意
す

る
とよ

い
で

す
。 
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行
動

や
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
の

取
り方

に
も

，
文

化
圏

に
よ

る
違

い
が

見
られ

，
そ

こに
は

合
理

的
な

理
由

が
存

在
す

る
こと

が
多

い
で

す
。 

この
例

で
は

，
苦

手
な

食
べ

も
の

を
進

め
られ

た
時

の
断

りの
ス

タイ
ル

を
紹

介
して

い
ま

す
。 

この
よ

うな
場

合
，

日
本

人
は

「お
刺

身
は

ち
ょっ

と。
」な

どの
よ

うに
，

は
っき

り断
らな

い
こと

の
方

が
多

い
よ

うに
思

い
ま

す
。 

一
方

，
この

例
で

は
は

っき
りと

断
って

い
ま

す
し，

そ
の

理
由

も
は

っき
りと

伝
え

て
い

ま
す

。さ
らに

自
分

の
好

み
も

伝
え

て
い

ま
す

。 
これ

は
，

自
分

が
どの

よ
うな

人
間

な
の

か
を

は
っき

りと
伝

え
る

こと
こそ

が
，

親
密

な
関

係
づ

くり
へ

の
近

道
で

あ
る

と考
え

る
文

化
圏

の
人

の
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
ス

タイ
ル

だ
そ

うで
す

。 
この

よ
うに

，
日

本
人

同
士

の
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
で

は
失

礼
に

な
る

よ
うに

見
え

て
も

，
異

な
る

文
化

圏
で

は
自

然
な

行
為

で
あ

り，
そ

こ
に

は
合

理
的

な
理

由
が

存
在

しま
す

。 
自

分
と異

な
る

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

ス
タイ

ル
や

行
動

に
出

会
った

時
，

単
純

に
「お

か
しい

︕
」と

断
定

す
る

の
で

は
な

く，
い

った
ん

立
ち

止
ま

って
，

そ
れ

が
個

性
に

よ
る

違
い

な
の

か
，

文
化

に
よ

り違
い

な
の

か
を

考
え

る
こと

は
，

互
い

を
理

解
す

る
こと

に
役

立
ち

ま
す

。 

異
文

化
に

出
会

った
時

に
，

直
ち

に
「お

か
し

い
」「

変
だ

」と
断

定
せ

ず
，

い
った

ん
立

ち
止

ま
って

み
る

こと
。 

自
分

の
常

識
を

振
りか

ざ
さ

ず
に

，
そ

の
原

因
が

個
性

に
よ

る
も

の
か

，
文

化
に

よ
る

も
の

か
，

想
像

して
み

る
こと

。 
これ

ま
で

の
ワ

ー
クか

ら得
た

，
互

い
を

尊
重

し
な

が
ら

コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
を

とる
方

法
の

ま
とめ

で
す

。 
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日
本

人
に

特
有

とさ
れ

る
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
タ

イ
ル

に
よ

って
，

外
国

人
に

与
え

る
誤

解
に

つ
い

て
考

え
ま

す
。 

前
の

ス
ラ

イ
ド

で
店

長
と留

学
生

との
間

に
生

じた
誤

解
の

内
容

に
つ

い
て

考
え

ま
す

。 
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ここ
か

らは
，

日
本

語
能

力
が

未
熟

な
外

国
人

と日
本

語
で

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

を
とる

際
に

効
果

的
な

，
具

体
的

な
テ

クニ
ック

に
つ

い
て

紹
介

しま
す

。 
・文

を
区

切
って

話
す

。 
・単

語
を

言
い

換
え

て
み

る
。 

・長
い

文
で

話
さず

，
い

くつ
か

の
短

い
文

に
分

け
て

話
す

。 
・指

示
出

しや
確

認
の

方
法

 
な

どを
紹

介
して

い
ま

す
。 

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

例
を

示
した

後
，

ここ
に

挙
げ

た
以

外
に

も
い

くつ
か

文
を

用
意

して
練

習
して

み
ま

しょ
う。
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外
国

人
材

は
，

日
本

で
の

在
留

資
格

を
得

る
際

に
，

「日
本

語
能

力
試

験
」と

い
う試

験
の

合
格

が
求

め
られ

る
こと

が
あ

り
ま

す
。 

ここ
で

は
「日

本
語

能
力

試
験

」が
どの

よ
うな

試
験

な
の

か
を

紹
介

し
て

い
ま

す
。 

「日
本

語
能

力
試

験
」の

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
は

，
試

験
の

仕
組

み
や

問
題

の
サ

ン
プ

ル
を

紹
介

して
い

ま
す

。 
試

験
の

難
易

度
な

ど，
参

考
に

な
る

情
報

が
多

数
掲

載
され

て
い

ま
す

の
で

，
ぜ

ひ
閲

覧
し

て
み

て
くだ

さい
。 

掲
載

情
報

の
転

載
等

に
は

，
日

本
国

際
教

育
支

援
協

会
の

許
諾

が
必

要
な

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
，

ご
注

意
くだ

さい
。 

合
格

者
が

話
す

日
本

語
が

どの
よ

うな
も

の
な

の
か

を
例

示
して

い
ま

す
。 

既
に

外
国

人
材

を
受

け
入

れ
て

い
る

近
隣

の
事

業
所

な
どの

協
力

が
得

られ
た

場
合

は
，

イン
タビ

ュー
ビデ

オ
を

示
す

な
どし

て
，

受
講

者
に

イメ
ー

ジ
して

も
らい

ま
す

。 
そ

の
とき

，
個

々
の

外
国

人
材

の
日

本
語

能
力

は
多

様
で

あ
り，

固
定

的
な

イメ
ー

ジ
を

持
た

な
い

よ
うに

注
意

を
促

して
くだ

さい
。 

「日
本

語
能

力
試

験
」公

式
ウ

ェブ
サ

イト
の

UR
L

で
す

。 
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付属資料７ 

【２日目講習】 

介護を仕事とする外国人介護人材に日本語を教えていくことについて(白井孝子委員長、橋本由紀江委員) 
 

※スライドは、【１日目講習】介護現場での日本語指導(白井孝子委員長、橋本由紀江委員)と同一 
 

形態 講義(30 分) 

講義者 

学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 
白井 孝子様 

一般社団法人 国際交流＆日本語支援 Y 代表理事 
橋本 由紀江様 

講義の目的 

もう一度１日目の講義内容である「介護現場で働く外国人介護人材に対する日
本語の指導」について振り返りを行い、重要となるポイントを再整理し、後の GW で
参加者に議論いただく「実際の現場において生じている課題」の基礎知識として定着
させることを目的として実施した 

  



86 
 

付属資料８ 

【２日目講習】 

外国人介護人材受入れの事例―チームで指導していくということ―(井口健一郎委員) 

 

形態 事例発表(30 分) 

講義者 社会福祉法人 小田原福祉会 法人事務局 人財開発部長 
井口 健一郎様 

講義の目的 

以下の点を目的として実施した 
 １日目の事例発表で簡潔に触れた「チームでの指導」について、先行受入れ施設

においてはどのように対応しているのかについて発表する 
 正解はない前提であるが、チームで動かなかったことでのデメリットや、チームで動い

たことでのメリットに関する具体例の紹介も行いつつ、チームで指導していくことの重
要性について、先行受入れ施設での経験を踏まえ、参加者に事例発表する 
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付属資料９ 

【２日目講習】 

グループワーク(受入れにおいての課題と対応策の検討) 

 

形態 グループワーク(135 分＋発表・講師コメント 30 分) 

ファシリテーター 

学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 
白井 孝子様 

一般社団法人 国際交流＆日本語支援 Y 代表理事 
橋本 由紀江様 

グループワーク 
の目的 

参加者が現在所属する施設・事業所において、介護技術や日本語の面、その他チ
ームワーク等の面でどのような課題があるか、テーマは限定せず、課題を洗い出してい
ただく。なお、この段階で参加者は既に１日目、２日目の講義・事例発表で、日本
語の面、介護の面、チームワークの面と複数の観点からの重要となる事柄の情報を
入手していることと、事前課題においてある程度の課題抽出をしていただいているた
め、個人レベルではあいまいながらも自施設の課題が見えつつある状態であることを
前提して実施した 
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付属資料 10 

【３日目講習】 

グループワーク(事前課題を踏まえた課題の共有) 

 

形態 グループワーク(20 分) 

ファシリテーター 学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 
白井 孝子様 

グループワーク 
の目的 

参加者は、１・２日目の講義を受け、自施設における課題／その対応策を考えたう
え、１カ月半ほど現地に戻り実際に指導をしながら実践を行い、かつ事前課題にて
前回講義で学んだことや実践したうえでの新たに見えてきた課題を一定程度整理い
ただいている前提である。このため、３日目の GW では、まず、取組を進めたうえで
見えてきた課題について、テーマは限定せず、課題を洗い出していただくことを目的
に、ディスカッションを行うことを目的に実施した 
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付属資料 11 

【３日目講習】 

グループワーク(介護技術指導時の日本語について) 

 

形態 グループワーク(165 分＋発表・講師コメント 40 分) 

ファシリテーター 

学校法人滋慶学園 東京福祉専門学校 副学校長 
白井 孝子様 

公益財団法人 日本国際教育支援協会 日本語試験センター 
試験開発グループリーダー 作題主幹 
川端 一博様 

一般社団法人 国際交流＆日本語支援 Y 代表理事 
橋本 由紀江様 

グループワーク 
の目的 

実際に外国人介護人材に介護業務の中で日本語を教えるということについて、具体
的にどのような点に気を付けるべきか、実際の介護業務を例に、参加者に考えて、ま
とめていただくために実施した 
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グループワークでは、実際にこのように具体的な介護行為を、手順ごとに
並べてみて、それぞれの個別の介護行為について、①使用する言葉でど
のような言葉が難しいか、②その説明方法はどうするか、を考えたうえで、
③その介護行為を外国人介護人材に指導するときにどのような工夫が必
要か、および、実際にその介護行為を外国人介護人材に指示する際は
どのよう言葉を発するか、までを参加者が考え、グループワークで議論でき
るようにワークシートを準備しています。 
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＜参考＞ワークシートの活用方法 

 
 P105 に掲載しているワークシートの上部を拡大したものです。このグループワークでは介護行為を分解し、各行為によって、以下の４点の検討をグ

ループワークにて行うものです。具体的に、参加者がグループワークを行いつつ、どのような検討結果をワークシートに記載するかは、上記＜例＞

部分を参照ください。 
項番 参加者の対応事項 

その①：指導するとき使用する言葉を考える  該当する介護行為の指導を外国人介護人材に行う際、使用する単語・表現には、どのようなものがあるか考える。
その際、具体的な言葉と抽象的な言葉に分けて考える 

その②：抽象的な言葉を説明する方法を 
考える 

「その①」で抽出した言葉のうち「抽象的な言葉」に該当するものについて、外国人介護人材に言葉で説明する際
は、どのような説明の仕方があるかを考える 

その③：指導時の工夫を考える 該当する介護行為の指導を外国人介護人材に行う際、「その②」に記載した抽象的な言葉を説明する以外に、ど
のような指導時の工夫が必要であるかについて考える 

その④：具体的な指示の言葉を考える 該当する介護行為を、外国人介護人材に指示する際、具体的にどのような指示を出せばよいか、言葉にして記載
することで、指示の言葉を考える 

 

その②：言葉の説明方法 その③：指導時の工夫 その④：具体的な指示の言葉

具体的な言葉 抽象的な言葉

＜例＞
端坐位の確保 ★ 端座位になっている利用者の状態を

確認する

・足底
・介助バー

①床につく

②深く座る

①足底が両足とも床に全面ついていて、
　　浮いたりしていない。
②ベッドの端に、座る。大腿部から臀部が
　　ベッドにのっている。

・具体的に触れてもらい、確認する。
・足底を足底と呼ぶことを確認する。
・利用者が安定する姿勢について利用者の
　状態に合わせて説明する。
・足底・介助バー・姿勢の良い状態をみて
　再確認する。

「〇〇さんの姿勢を確認してください。確認するこ
とは3つあります。」
１足底がついている
２介助バーをつかんでいる
３深く座っている

ワークシート＜端座位から車いすへの移乗＞（１月31日）

左記の指導を外国人介護人材に行う際、
使用する言葉を記載してください。介護行為

（大項目）
介護行為
（小項目）

介護行為（小項目）の指導を行う際、
併せて行ったほうが良い指導時の工夫

を考えてください。

実際の「指導者→外国人介護人材」への
指示の言葉（言葉での指示内容）

を何らか１つ記載してください

左記の言葉を外国人介護人材に
説明する方法を具体的に上げてください。

（抽象的な言葉の部分のみ）

その①：使用する言葉

以下のシチュエーションを想定し、日本語での指導時の注意点や対応（声の掛け方、環境整備、事前準備等）を考えてみましょう
・日本語N4レベルの外国人に指導することを前提
・指導する外国人は、介護の知識がほぼなく、利用者にも今まで接したことがない
・〔場面想定〕介護する利用者は、車いすへの移乗については介助が必要であり、既にベッド上で端座位になっている

前提

厚生労働省補助事業
令和元年度 介護の日本語学習支援等事業

外国人介護人材受け入れ施設
職員等向け講習会（１/31）

参考資料２

ワークシートの上部分を拡大 
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付属資料 12 

＜１日目・２日目事前課題＞

 

質問1． あなたが外国人の介護職員と一緒に働き始めたのはいつですか 質問1.　回答欄
※未だ受け入れていない方は、未回答としてください （例：平成26年）

質問2． 現在受入れている外国人の国籍と人数、在留資格を教えてください
※未だ受け入れていない方は、未回答としてください 国籍（例：タイ） 在留資格と人数（例：技能実習生２名、留学生２名）

質問3． 外国人介護職員と一緒に働く際に、”あなたが”考える貴施設・事業所における課題を３つ以上教えてください
※未だ受け入れていない方は、受け入れる際の課題について考え、回答してください

１つめ

２つめ

３つめ

質問5． 外国人介護職員とのかかわりの中で、現在、”あなたが”　感じる不安について、その度合いと、理由を教えてください
※未だ受け入れていない方は、受け入れる際の課題について考え、回答してください

Ａ．介護技術指導者の指導能力・指導方法について
質問5A.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

（例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

※不安が少ないケースで、ご自身の経験に基づいた自信等がある場合は、詳細にご記載ください

Ｂ．日本語の指導能力・指導方法について
質問5B.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

（例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

※不安が少ないケースで、ご自身の経験に基づいた自信等がある場合は、詳細にご記載ください

Ｃ．外国人介護職員の生活のサポートについて
質問5C.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

（例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

※不安が少ないケースで、ご自身の経験に基づいた自信等がある場合は、詳細にご記載ください

Ｄ．外国人介護職員の文化・風習・信仰への配慮について
質問5D.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

（例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

※不安が少ないケースで、ご自身の経験に基づいた自信等がある場合は、詳細にご記載ください

Ｅ．外国人介護職員の職場定着について
質問5E.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

（例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

※不安が少ないケースで、ご自身の経験に基づいた自信等がある場合は、詳細にご記載ください

Ｆ．その他 （具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
質問5F.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

（例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

※不安が少ないケースで、ご自身の経験に基づいた自信等がある場合は、詳細にご記載ください

質問5F.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください）
不安の度合い

大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小
5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問5E.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください）
不安の度合い

大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小
5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問5D.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください）
不安の度合い

大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小
5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問5C.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください）
不安の度合い

大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小
5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問5B.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください）
不安の度合い

大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小
5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問5A.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください）
不安の度合い

大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小
5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

外国人介護人材受け入れ施設職員等向け講習会　事前課題（１日目・２日目用）

【現状と課題について】

お名前：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ご所属：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問4.　回答欄

質問2.　回答欄
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付属資料 13 

＜２日目当日アンケート＞ 

  

＜１日目のプログラムについてお伺いします＞
質問1． 「介護に従事する外国人の受入れについて」（川勝委員）の内容について、どのくらい理解できたかと、参考になったか否かを教えてください

質問1.　回答欄（理解の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問1.　回答欄（参考になったか否かについて、どれかか選んでください）
理解の度合い

理解できた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理解できない 参考になった／どちらとも言えない／参考にならなかった

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問2． 「外国人介護人材受入れの事例―先行受入れ施設より―」（井口委員）について、どのように感じましたか

質問2.　回答欄（理解の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問2.　回答欄（参考になったか否かについて、どれかか選んでください）
理解の度合い

理解できた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理解できない 参考になった／どちらとも言えない／参考にならなかった

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問3． 「介護現場で働く外国人介護人材に対する日本語の指導」（白井委員長、橋本委員）について、どのように感じましたか

質問3.　回答欄（理解の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問3.　回答欄（参考になったか否かについて、どれかか選んでください）
理解の度合い

理解できた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理解できない 参考になった／どちらとも言えない／参考にならなかった

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問4． 「グループワーク（指導時のことばの教え方）」について、どのように感じましたか

質問4.　回答欄（理解の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問4.　回答欄（参考になったか否かについて、どれかか選んでください）
理解の度合い

理解できた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理解できない 参考になった／どちらとも言えない／参考にならなかった

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

＜２日目のプログラムについてお伺いします＞
質問5． 「外国人介護人材と向き合う—異文化理解とコミュニケーション—」（川端委員）について、どのように感じましたか

質問5.　回答欄（理解の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問5.　回答欄（参考になったか否かについて、どれかか選んでください）
理解の度合い

理解できた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理解できない 参考になった／どちらとも言えない／参考にならなかった

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問6． 「介護を仕事とする外国人介護人材に日本語を教えていくことについて」（白井委員長、橋本委員）について、どのように感じましたか

質問6.　回答欄（理解の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問6.　回答欄（参考になったか否かについて、どれかか選んでください）
理解の度合い

理解できた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理解できない 参考になった／どちらとも言えない／参考にならなかった

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問7． 「外国人介護人材受入れの事例―チームで指導していくということ―」（井口委員）について、どのように感じましたか

質問7.　回答欄（理解の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問7.　回答欄（参考になったか否かについて、どれかか選んでください）
理解の度合い

理解できた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理解できない 参考になった／どちらとも言えない／参考にならなかった

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問8． 「グループワーク（受入れにおいての課題と対応策の検討）」について、どのように感じましたか

質問8.　回答欄（理解の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問8.　回答欄（参考になったか否かについて、どれかか選んでください）
理解の度合い

理解できた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理解できない 参考になった／どちらとも言えない／参考にならなかった

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問9． ３日目講習に参加するにあたり、何か講師等に質問点があれば、ご記載ください

質問5.　※参考になったと回答した方は、どのような点が参考になったか教えてください

外国人介護人材受け入れ施設職員等向け講習会　１日目・２日目終了後アンケート

【１日目・２日目講習の感想等について】
ご所属：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
お名前：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問2.　※参考になったと回答した方は、どのような点が参考になったか教えてください

質問1.　※参考になったと回答した方は、どのような点が参考になったか教えてください

質問3.　※参考になったと回答した方は、どのような点が参考になったか教えてください

質問4.　※参考になったと回答した方は、どのような点が参考になったか教えてください

質問9.　回答欄

質問6.　※参考になったと回答した方は、どのような点が参考になったか教えてください

質問7.　※参考になったと回答した方は、どのような点が参考になったか教えてください

質問8.　※参考になったと回答した方は、どのような点が参考になったか教えてください
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質問1． 事前課題（３日目用その②）で記載いただいた、課題について、転記してください。

項目

Ａ．介護技術指導者の指導能力・指導方法について

Ｂ．日本語の指導能力・指導方法について

Ｃ．外国人介護職員の生活のサポートについて

Ｄ．外国人介護職員の文化・風習・信仰への配慮について

Ｅ．外国人介護職員の職場定着について

Ｆ．その他（具体的に記載：　　　　　　　　　　　　　　　）

質問2． 上記質問１．で転記した「最も重要な課題」について、第１回目・２回目のセミナーで学んだことを受け、あなたはこの１カ月、どのような実践を行い、その実践の結果をどのように感じたか、教えてください。
※未だ受け入れていない方は、受け入れることを想定して、自施設／事業所で準備した事柄について回答してください

項目 実践した結果”あなたが”感じた事柄

事業所全体で実践
した事柄について

あなた個人で実践し
た事柄について

事業所全体で実践
した事柄について

あなた個人で実践し
た事柄について

事業所全体で実践
した事柄について

あなた個人で実践し
た事柄について

事業所全体で実践
した事柄について

あなた個人で実践し
た事柄について

事業所全体で実践
した事柄について

あなた個人で実践し
た事柄について

事業所全体で実践
した事柄について

あなた個人で実践し
た事柄について

Ａ．介護技術指導者の指導能力・指導方法について

外国人介護人材受け入れ施設職員等向け講習会　事前課題（３日目用その②）

【１日目・２日目セミナーを受講したうえでの課題・対応の整理②】

※講習終了後、１か月程度外国人介護人材の指導に取り組んでいただき、その後記載し、●月●日（●）までにWEBに提出してください
ご所属：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
お名前：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

左記についてこの１カ月で実践した内容

質問1.　回答欄
左記に関する貴施設・事業所における課題

質問1.　回答欄

Ｆ．その他（具体的に記載：　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｅ．外国人介護職員の職場定着について

Ｄ．外国人介護職員の文化・風習・信仰への配慮について

Ｃ．外国人介護職員の生活のサポートについて

Ｂ．日本語の指導能力・指導方法について

付属資料 14 

＜３日目事前課題 その①＞ 

 

 

＜３日目事前課題 その②＞ 

質問1． 第１日目・２日目のセミナーを受けたうえで、”あなたが”考える「外国人介護職員と一緒に働く際の貴施設・事業所における課題」を、項目ごとに教えてください
※未だ受け入れていない方は、受け入れる際の課題について考え、回答してください

項目 左記に関する貴施設・事業所における課題

Ａ．介護技術指導者の指導能力・指導方法について

Ｂ．日本語の指導能力・指導方法について

Ｃ．外国人介護職員の生活のサポートについて

Ｄ．外国人介護職員の文化・風習・信仰への配慮について

Ｅ．外国人介護職員の職場定着について

Ｆ．その他（具体的に記載：　　　　　　　　　　　　　　　）

質問1.　回答欄

外国人介護人材受け入れ施設職員等向け講習会　事前課題（３日目用その①）

【１日目・２日目セミナーを受講したうえでの課題・対応の整理①】

ご所属：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
お名前：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※１日目・２日目講習終了後、すぐに取り組んでいただき、●月●日（●）までにWEBで提出してください



110 
 

付属資料 15 

＜３日目講習終了後アンケート＞ 

 

  

質問1． ３日目講習で行った「グループワーク」について、どのように感じましたか

質問1.　回答欄（理解の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問1.　回答欄（参考になったか否かについて、どれかか選んでください）
理解の度合い

理解できた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理解できない 参考になった／どちらとも言えない／参考にならなかった

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問2． ３日目講習で行った「介護技術の指導と絡めたより良い日本語の指導とは」について、どのように感じましたか

質問2.　回答欄（理解の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問2.　回答欄（参考になったか否かについて、どれかか選んでください）
理解の度合い

理解できた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理解できない 参考になった／どちらとも言えない／参考にならなかった

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問3． 外国人介護職員とのかかわりの中で、現在、”あなたが”　感じる不安について、その度合いと、理由を教えてください
※未だ受け入れていない方は、これから受け入れるにあたって現在感じる不安があれば、回答してください

Ａ．介護技術指導者の指導能力・指導方法について
質問3A.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問3A.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

不安の度合い
大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 （例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

※本講習を通じて不安を解消できた事柄がありましたら、お書きください
Ｂ．日本語の指導能力・指導方法について
質問3B.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問3B.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

不安の度合い
大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 （例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

※本講習を通じて不安を解消できた事柄がありましたら、お書きください
Ｃ．外国人介護職員の生活のサポートについて
質問3C.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問3C.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

不安の度合い
大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 （例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

※本講習を通じて不安を解消できた事柄がありましたら、お書きください
Ｄ．外国人介護職員の文化・風習・信仰への配慮について
質問3D.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問3D.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

不安の度合い
大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 （例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

※本講習を通じて不安を解消できた事柄がありましたら、お書きください
Ｅ．外国人介護職員の職場定着について
質問3E.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問3E.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

不安の度合い
大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 （例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

※本講習を通じて不安を解消できた事柄がありましたら、お書きください
Ｆ．その他　（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
質問3F.　回答欄（不安の度合いについて、1-5どれかの数字を選んでください） 質問3F.　回答欄（左記選択肢を選んだ理由）

不安の度合い
大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 （例：昨年度から始めて受入れを開始し、ノウハウがまだないと思うから）

5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1　

質問4． 今後、どのような講習を受けたいと思うかについて、教えてください

外国人介護人材受け入れ施設職員等向け講習会　事後課題／３日目終了後アンケート

【３日目講習についてと講習全体の感想等について】
ご所属：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
お名前：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

質問1.　※参考になったと回答した方は、どのような点が参考になったか教えてください

質問2.　※参考になったと回答した方は、どのような点が参考になったか教えてください

質問4.　回答欄
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